
（別紙３）

～ 2026年　１月　23日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2026年　１月　23日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・より質の高い支援を実施するために教材研究な

どを進めていく。

2

・職員間での利用者への支援や言葉がけをどのよ

うに行うか共有し、様子に応じて手順書や絵カー

ドなどのツールを製作する。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・保育所、こども園などへ指導員が出向き、地域

との交流を深められるようにしていく。

2

・個別支援だけでなく、集団クラスを開設するな

ど、他者や保護者同士での交流も深められる環境

づくりを検討していく。

3

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　ほっぷ・すてっぷ魚津

○保護者評価実施期間
2026年　１月　５日

○保護者評価有効回答数

2026年　１月　５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　2日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との関りが弱い

・個別支援を中心として実施しており、個人情報の

保護の観点から地域との関わる機会が少なくなって

いる。

保護者同士の交流の機会が少ない
・個別支援を中心に実施しているため、他者と関わ

る機会が少なくなっている。

課題やニーズに沿った運動プログラムの提供

・広い環境でのびのびと体を動かして活動できるよ

うにしている。

・毎日の振り返りの中でこどもたちの課題や必要な

能力を探り、狙いを決めて運動に取り入れている。

タイムスケジュールの掲示や絵カードなどのツール

を用いて自己管理や時間の切り替えなどを自立に向

けた学びが得られるようになっている

・図やイラストを使って視覚的に分かりやすいよう

に掲示したり、タイマーを用いることで気持ちの切

り替えがしやすいように環境を整えている。

事業所における自己評価総括表公表


